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4. 1  調査方法



























































































































































































































5. 2  今回の性教育の認識
高校までの性教育と今回の性教育の違いがあったかという質問に対し、181名中128名が「違っていた」
と答えた。どのように違っていたかを尋ねると、図 5 のように、「 1 つ 1 つの内容が深くなった」と答
えたものが98名（76.6％）と最も多かった。内容に対しては、70％以上のものが「知っている内容だっ
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「たばこやアルコールなどの害」についても、高校までの性教育で話されているが、妊娠中の喫煙・
飲酒は全国的に問題になっている。授業でも、「友人は、たばこを吸っていたけれど普通の子どもを産
んだ。障害があるケースはまれなのではないか。」と質問があった。「自分たちは大丈夫」と言う安易な
自信があることが分かる。また、若いときからの喫煙・飲酒などの嗜好は習慣化しやすいといわれ、妊
娠を契機に一度やめても、何かのきっかけで再開してしまうこともある。奈良県でも、0.8％が出産後
も喫煙している。早期から、母性としての体つくりを指導していく必要があると考える。
仁木らの調査5）では、高校卒業後も性に関する指導や教育を必要と答えたものは半数以下であった。
本調査では90％以上のものが必要と答えていた。今回は、具体的な避妊法や性感染症の症状など、映
像を通し視覚的に伝えた。内容も、助産師が高校生を対象に、避妊の仕方をモデルを使って実施させて
いた場面があった。その場面を見ることにより、学生たちにとっては実施体験に近いものを感じ、性の
問題を自分の問題として考えやすく、強烈に印象に残ったのではないか。そのため高い率になったと考
えられる。ＡＧＨという時間制限がある中で、この教材を用いたことの効果はあったと思われる。また、
この年代は男女とも約半数が性体験がある6）と言われている。性体験を通し、新たな性に対する不安や
不満が生まれ、より信頼できる知識と方法を身につけたいと思っている学生は多いのではないだろうか。
しかし、避妊法や性感染症について印象には残っているものの説明はできないと答えているものが多い。
1 回のみの講義では不十分なことがうかがえる。
朝日新聞7）によると、NPO法人「ピルコン」は、中絶や性感染症経験のある「先生」が各地の学校
で性教育を行っている。その中で「性は日常生活にあるもので、いやらしいものでも恥ずかしいもので
もない。隠さず話すことが正しい知識につながる」と述べられている。教える側も教えられる側も、性
の問題をごく身近な生活の中にある自分の問題としてとらえ、考えていけるような授業形態、すなわち
一方的な講義ではなく、「ピルコン」のように五感に訴え、対話して考えていけるような性教育が今後
必要であると思われる。
7．おわりに
思春期からの性教育を健全な母性を育成していく母子保健対策としてとらえていくと、短期大学にお
いても継続教育の必要性が示唆される。今回は、高校までの学びの再確認しかできなかったが、女性と
しての健康教育という視点で教材の工夫をしたことにより、評価が良かった。しかし、女性としての生
き方など内容が多岐にわたるため、今回のような1回の講義ではなく、計画的な性教育が必要であると
考える。どの時期にどのように指導していくかは様々な意見がある。しかし、子どもたちが、性に対し
て興味本位だけで経験しないように、発達段階に応じた指導をしていくことは必要不可欠である。小学
校では、思春期の男女の体の違いを知り、男・女としての自己認識を深め、中学・高校では、性のリス
クだけを教えるのではなく、生命の誕生の尊さを感じ真剣に性について考え、責任をもった性行動がで
きる力を育むことが必要である。そして、短期大学では、これから社会の一員として生きていく中で人
として欠かすことができない「性」をしっかりとらえ、女性としての生き方を学んでいける健康教育で
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あることが望まれる。
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